中学部　総合的な学習の時間　学習指導案

日　時：令和5年11月　　日（　）10:50～11:40
授業者:CT　担任A　　AT　担任B

[bookmark: _Hlk150643242]１　単元名　　災害に備えて、私たちにできること　～松江ろう学校　防災の日～

２　単元の目標
　 〇地震による災害について知り、防災（減災）の対策や備えの必要性を理解することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔知識及び技能〕
　　〇探究テーマに沿って情報を収集し、効果的な方法で整理・分析し、発信することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔思考力、判断力、表現力〕
　　〇身近な人に伝えることで防災（減災）の意識を高め、自ら行動することができる。
　〔学びに向かう力、人間性等〕

３　単元設定の理由
　　本単元では、中学校学習指導要領第４章総合的な学習の時間 第２（５）にある目標を実現するにふさわしい探究課題のうち、防災を含む安全に関する教育（現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容）に焦点を当てて取り組んでいる。災害について関心をもったり、生徒自らが災害に備える意識をもったりすることで、いざというときに適切な判断と行動ができる力を身に付けていくとともに、探究的な学習を通して課題を解決していく力、積極的に社会に参画していこうとする力を育てていきたい。
単元の導入では生徒が自分事として考えられるように、単元１で取り組んだ体験的な活動を振り返り、芽生えた疑問や関心事に焦点を当てるようにしていく。そこで、自分の課題を設定して、教師とともに探究活動を行っていく。１月19日（金）の総合的な学習の時間の成果発表の日を「松江ろう学校　防災の日」として、災害時に備えることの大切さを参加者に伝えるために、これまでに取り組んだ探究活動を発表することをこの単元のゴールとする。

　（１）教材について
　　　本校では地震・火災・原子力に関する避難訓練を年間３回実施している。地震の揺れを感じたら、机の下に避難し、揺れが収まってから避難する一連の流れは習得している。また、小学部（小学校）で防災について学習しているため、東日本大震災の被災地の状況を見聞きしており、地震の恐ろしさは理解している。しかし、揺れを感じる地震を経験したことがない生徒たちは、自分が住んでいる地域に地震が起こることを想像しにくい。自ら設定した課題について探ることで、災害に対する意識が変わり、自ら災害に備える行動を起こすことにつながっていくことを期待している。また、学んだことを身の回りの人に発信することで、地域に貢献する意識を持ってほしいと考えている。本教材を通して、地域のひと・もの・ことに出会い、新たな発見と自分の知識とを結び付けながら探究的な見方・考え方を働かせていく機会にしたい。

　（２）生徒の実態
　　　総合的な学習の時間は中学部　年生　名、　年生　名、　年生　名の合計　名で学習に取り組んで
いる。生徒は聴覚障がいがあり、聴力やコミュニケーション手段が異なるため、口話と手話の両方を
使ってコミュニケーションをとっている。生徒間では「手話が速くて読み取れない」、「手話をはっき
りしてほしい、わからない」、など他者へ不満を見せることがあるが、生徒の一人が間に入って手話
通訳をしながら会話を楽しんでいる。
　　　生徒たちは探究的な学習の経験が少ないため、自分事として課題設定することが難しい。関心があ
ることを題材にし、調べたことをまとめる「調べ学習」と混同している様子がみられる。生徒によっては、本やインターネットを使って情報を集めようとしても、そこで使われている言葉の意味が理解できなかったり、次に調べることが分からず見通しがもてなかったりして、混乱することもある。そのため、教師がファシリテーターとなって、生徒が探究的な学習を進められるように支援していくことを大切にし、次の探究活動につなげていきたい。

　（３）指導について
　　　本単元では、単元１で学んだことを、より一層深めていくことを目的に指導していく。また、生徒
に探究的な学習のモデルを示せるように、教師がファシリテートしながら、学習を進めていく。指導
あたっては、次のような支援や配慮をしていきたい。
　　　①活動全体を見通した留意点
　　　　生徒たちは聴覚障がいがあるため、コミュニケーションや言語に関することなど、次のことを十分配慮して指導していく。
・主なコミュニケーション手段が口話の生徒であっても、手話から得る情報が手がかりとなっていることや、手話を共通言語として常に手話を使って学習している。
・授業では※別紙１-1のように学習環境を整える。言語に関する指導においては、学習に出てきた聞き慣れない言葉が常に見えるように掲示しておき、漢字はふりがなを付けて、生徒が発言するときに活用できるようにする。
・個別の自立活動や国語の授業を使って、本単元に出てくる言葉の意味や関連する言葉を学習し、円滑に話し合いが進められるようにする。また、話し合いの中で、周りの人の状況を理解し、場に相応しい言動がとれるように、自立活動の時間に指導していく。
・自分の考えに自信がもてず、発言が消極的になるときがあるため、ICT機器(Google Jamboard)を活用することで、他者の意見を参考にして、自分の考えを発言できるようにする。
・これまで学習したことを写真や映像で残しておくことで、想起する手がかりにしたり、振り返り
で理解を深めたりするときに有効的に活用していく。
以上のようなことを配慮し、協働的な学びの場を設定して、探究的な学習に取り組ませていきたい。
また、生徒が主体的・対話的な学びにより、深い学びにつなげていくために、次のような手立て
を行うようにする。


　　　主体的な学びに関する手立て
　　　・Google Jamboardを効果的に活用して、意見交換や話し合いを行う。
　　　・個人での探究的な学習活動を設定することで、興味関心がある事柄を自分に合ったペースで学習
できるようにする。
　　　対話的な学びに関する手立て
　　　・自立活動で生徒たちが決めた「わたしたちの話し合いのルール」を活用する。※別紙１-2
　　　・自立活動や国語の時間に、防災学習に出てくる言葉や活動に伴うあいさつ文・手紙文を学習する
時間を設ける。
　　　・課題の解決に関係するような情報を本やインターネットを使って探したり、精査したりする時間
を十分確保して、言葉の意味理解や関係性を理解する時間に当てる。
　　　・外部の方に参加していただくことで、色々な意見に触れ、視点を広げる機会にする。
　　　教科等横断的な視点
・総合的な学習の時間の単元計画を教員間で共有し、各教科等との関連を図る。

　　　②探究的な学習プロセスの構成
　　　課題設定の工夫
　　　・思考ツール（KJ法）を活用するし、活発な意見交換とアイデアの幅を広げることで多角的
な見方に触れる機会を設ける。
　　　情報収集の工夫
　　　・個人探究活動では、思考ツール(ウェビングマップ)を活用して、探究課題をより具体的に捉え情
報収集していく流れが見えるようにする。
　　　整理・分析の工夫
　　　・整理するために効果的に表・グラフ・写真・絵などを活用しているか、自分で振り返られるよう
チェックシートを準備する。
　　　まとめ・表現の工夫
　　　・探究活動に関わっていただいた地域の方を招いて、防災イベントを行う。その際に、感想と評価
をもらうことで、生徒がやりがいを感じ、次への探究的な学習への意欲につなげる。

４　単元の評価規準
	評価の観点 
	単元の評価規準 

	ア 知識・技能 
	[bookmark: _Hlk150126987]①地震による災害について知り、防災（減災）の対策や備えの必要性を理解している。
②インターネット検索サイトを活用して情報を収集し、情報の真偽を見定めて活用する技能を身に付けている。
③図書館の本を活用したり、関係機関に問い合わせたりして、情報を集める技能を身に付けている。
④見学・体験することで情報を集める技能を身に付けている。
⑤これまで災害について学習してきたことの良さに気付いている。

	イ　思考・判断・表現
	【課題設定】 
①-1自分の生活を照らし合わせて課題を発見し、設定することができている。
①-2課題解決の方法や手順を考えて、見通しをもつことができている。
【情報収集】
②必要とする情報に応じて、調べる内容を精査し、収集方法を考えている。
【整理・分析】
[bookmark: _Hlk150031808]③-1情報を基にして、成果や課題等の視点に結び付けて、自らの考えとその根拠を見いだしている。
③-2情報を基にして、共通点や違いを見つけ、関係性や傾向を明らかに
している。
【まとめ・表現】
④-1わかったことをグラフや地図、写真・絵や表を使って、効果的な表現ができている。
④-2伝えたいことを明確にした表現ができている。

	ウ　主体的に学習に取り組む態度
	１ 
	自分自身に関すること 
	[bookmark: _Hlk150031157]①異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとする。

	
	２ 他者や社会との関わりに関すること 
	②-1友達と役割分担したり、自他の考えの良さを活かしたりしながら取り組もうとしている。
②-2地域の一員として、身近な人に防災・減災を呼びかけるために取り組もうとしている。



５　指導と評価の計画（本単元16時間/全体50時間）　
本単元の位置付け[image: ]
[image: ]

★アルファ―食品(非常食)
手銭ぶどう農園
松尾畳店
あいかの里(介護施設)












次の流れで本単元を進めていく。
	次数
	学習内容
(授業時数)
	評価の観点
	指導のポイント
	各教科等との関連

	
	
	知
	思
	態
	
	

	
	
	
	
	
	
	ICTの活用

	１　次
	（全・個）課題設定(３時間)
	
	イ①
	
	・地域コーディネーターや教師の意見を加え、生徒の視点を広げていく。
・自分事とした課題設定ができるように、１学期の学習で学んだことや抱いた疑問、芽生えた興味関心を共有し、個人課題を考えるきっかけとする。
	国語
・災害及び避難生活に関する語彙の理解
・意見の比較や分類

	
	・防災について考えるための個人課題を設定する。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	・Google Jamboad 

	２　次
整理分析
	（個）情報収集（２時間）
	ア②③④
	イ②
	
	・思考ツールを使って、情報収集の道筋を考えていく。
・課題の解決のために適切な情報収集ができるようにする。
・教師はファシリテーターとなり、生徒が探究活動をできるような発問を行う。
	国語
・情報を正しく読み取る
社会
・日本の地形
理科
・大地の成り立ちと変化
特別活動
・図書館の活用

	
	・課題を解決するために、専門家の話を聞く。
・図書館の本やインターネットを活用して、情報を集める。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	・インターネット検索
・写真、動画

	
	（個）整理・分析　(１時間)
	ア①
	イ③
	
	・整理の仕方を工夫したり、改善したりするように指導する。
・チェックシートを使い、図、グラフ、表などを使った整理ができているか確認をする。
	国語
・情報の整理
家庭科
・食生活
保健体育
・食生活と健康

	
	・課題を解決するために集めた情報を整理・分析する。
・集めた情報を自分で試して、改善していく。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	・発表用ソフトアプリ
・写真、動画

	
	（個）まとめ　　　(１時間)
（全）発表　　　　(１時間)
	
	イ④
	ウ②
	・情報収集の方法を説明するように指導する。
・他者に分かりすく説明するように指導する。
	国語
・聞き上手になろう
・根拠を示して説明しよう
自立活動

	
	・課題を解決するためにまとめたことを発表する。
・調べ方、まとめ方を発表する。
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	・発表用ソフトアプリ
・写真、動画

	３　次
	(全)イベント企画準備（６時間）
　　　　　　　★本時（２/６時間）
	
	イ
③
	ウ①②
	・個人の探究課題や学習した事柄を取り入れ、「参加された方が興味をもつイベントになっているか」、「伝えたいことが明確になってか」を意識するよう指導する。
	国語
・伝え方を工夫しよう
社会
・日本の地形
理科
・大地の成り立ちと変化
算数数学
・時刻と時間
家庭科
・食生活
自立活動

	
	・イベントのタイムテーブルを考え、準備をする。
	
	
	
	
	

	４　次
	松江ろう学校　防災の日（２時間）
	
	
	
	・参加された地域の方との関わりを深められるように配慮する。
	

	
	・学んだことを地域の方や保護者に発表する。
・単元１-３全体を振り返る。
	ア①⑤
	
	ウ②
	
	

	
	
	
	
	
	
	・発表用ソフトアプリ
・写真、動画


６　本時の展開
　（１）本時のテーマ　　イベントのタイムテーブルを考えよう。

　（２）本時のねらい　　
　　〇本時の課題と学習してきた成果を結び付けて、自らの考えとその理由を発言することができる。
【思考力・判断力・表現力】
[bookmark: _Hlk150066056]　　〇自他の考えの良い点を生かして課題解決に向けて取り組むことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　　〇身近な人に防災（減災）を呼びかけるために、イベントのタイムテーブルを考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　（３）生徒の実態と目標
　　　　※別紙２

　（４）展開
　　　　※別紙３

　（５）本時の評価
　　生徒：本時の目標が達成できたか。
　　教師：本時の目標を達成するための支援や配慮は適切だったか。
　　　　　　 本時の学習が生徒の主体的・対話的な学びにより深い学びに繋がる展開であったか。

　（６）板書計画スクリーン
・授業の発問を提示
・生徒の話し合いボードを
投影する。
松江ろう学校　防災の日
１月19日（金）
目的　災害について考え災害に備える
課題　　
私たちが伝えたいことを参加者がわかる・楽しんでもらえるタイムテーブルを考えよう。
今日の学習
①活動の説明（10分）
②話し合い  （30分）
③振り返り　（10分）
整理・分析
タイムテーブル
わかるもらうために
楽しんでもらうために
写真・動画
体験する・本物を使う
伝えたいこと
災害に備えおくことが大切





ペットの避難

南海トラフ地震


地震体験車

災害食

避難所生活

非常用持ち出し袋



参加できる企画


手話をする・大きな声








　（７）教室配置
黒　板(掲示物)
出入口
スクリーン
教卓
テレビ



話し合い














（８）次時以降の計画
	探究活動
	時数
	活動内容

	整理・分析
	３　時間
	イベントの準備

	
	１　時間
	リハーサル

	まとめ・表現
	２　時間
	松江ろう学校　防災の日

	
	１　時間
	振り返り







別紙１―１　授業で気をつけること
★全ての授業において
	①　補聴器や人工内耳がきちんと作動しているか確認する。

	②　子どもたちに十分聞こえる声で話している。

	③　注意を自分に向けてから話している。

	④　子どもたちの方を向いて話している。

	⑤　子どもたちの実態に応じたコミュニケーション手段を使っている。
（音声、指文字、手話、口形、表情、文字、写真等）

	⑥　書く時、読む時、注目する時など、活動を区別している。

	⑦　言葉たらずの発言、誤りを含む発言は、より良い表現・正しい表現・年齢相応の表現に直して指導している。


★「協働的な学び」において
	①　子ども同士がお互いに顔や手話が見えるように、座席の配置に気をつけている。

	②　授業者の話だけでなく、友達の発言も見えるように促している。

	③　子どもの発言が全員に伝わるようにしている。
　　（必要に応じて前に出して発表させたり、授業者が復唱して伝えたりしている。）

	④　相手に伝わりやすい方法で話すように促している。



別紙１―２　生徒たちが考えた話し合いのルール
尊重すること
· 「○○さん」と呼ぶ。
· 「みなさんどうですか？」と意見をたずねる。
· みんなが意見を言える時間をつくる。
· いろいろな考えがある。
· けんかをしない。
お互いに
· 呼ばれたことに気づかないときは周りの人がトントンと合図をして呼ぶ。
· 困ったときや、伝えたいときは活動を止める。

伝え方
· 発言するときは、手をあげて「はい」と言う。
· 自分の意見をしっかり言う。
· 手話をつける。
· 口が見えるようにする。
聴き方
· 話を静かに最後まで聞く。
· うなずき、あいづちをうつ。
· みんなが見える場所をつくる。














別紙２
(３)　生徒の実態と目標　
	生徒
	学年
	障がいの状況
	本単元に関わる実態
	本時の目標

	
	
	自立活動の目標
	
	

	
	
年
	平均聴力　右　　 dB
　　　　　左 　　dB
聴覚活用　
装用閾値(500・1000・2000kHz)
右 ( 　dB・　dB・　dB )
左 ( 　dB・　dB・　dB )
主なコミュニケーション手段
口話・文字
	
	〇本時の課題に対して、自らの考えとその理由を発言することができる。
〇課題解決に向けて自分と他者の考えの違いに気付き、その理由を理解することができる。
〇身近な人に防災（減災）を呼びかけるために、イベントのタイムテーブルを考えることができる。

	
	
	自分や相手の気持ち、周囲の状況を考えながら、その場に合った行動やコミュニケーションをとることができる。
	
	

	
	
年
	平均聴力　右 　　dB
[bookmark: _GoBack]　　　　　左　　 dB
聴覚活用　
装用閾値(500・1000・2000kHz)
右 ( 　dB・　dB・　dB )
左  ( 　dB・　dB・　dB )
主なコミュニケーション手段
口話・手話・文字
	
	〇本時の課題に対して、自らの考えとその理由を発言することができる。
〇課題解決に向けて自分と他者の考えの違いに気付き、より良い方を選択することができる。
〇身近な人に防災（減災）を呼びかけるために、イベントのタイムテーブルを考えることができる。

	
	
	日常生活で使う言葉の意味を理解し、単語同士のつながりを考えることができる。
	
	

	
	
年
	平均聴力　右 　　dB
　　　　　左　　 dB
聴覚活用　
装用閾値(500・1000・2000kHz)
右 ( 　dB・　dB・　dB )
左 ( 　dB・　dB・　dB )
主なコミュニケーション手段
手話・文字
	
	〇本時の課題と学習してきた成果を結び付けて自らの考えとその理由を発言することができる。
〇自他の考えの良い点を生かして課題解決に向けて取り組むことができる。
〇身近な人に防災（減災）を呼びかけるために、イベントのタイムテーブルを考えることができる。

	
	
	周囲の状況を理解し、相手に伝わっているか確認しつつ適切な伝え方を知り、実際に使おうとする。
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